
広島空港において貨物専用機のチャーター便を運航します 

１月１６日（木）から ヤマトHD、JAL、スプリング・ジャパンの連携による運航 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   広島空港において貨物専用機（以下、フレイター）のチャーター便による試行運航を次のとおり実施します。  

   この試行運航は、県が実証事業として実施事業者を令和６年１１月から公募していたもので、このたび、

ヤマトホールディングス株式会社と日本航空株式会社が連携し JAL グループのスプリング・ジャパン株式

会社による運航で実施することとなったものです。 

   試行運航では、北九州空港⇒広島空港⇒成田空港を運航し、実際に県内企業などから預かった貨物

をフレイターで輸送し、そのオペレーション体制および事業採算性などを検証していきます。 

   フレイターの運航は、トラックドライバー不足により、輸送力の低下が懸念される「物流の２０２４年問題」

への対応策の一つとなるほか、県内企業や生産者における新たな貨物輸送の選択肢として、今まで実現

できなかったスピード輸送が可能となるため、製品や生鮮品の販路拡大などにもつながることが期待されます。 

 

 

 ■試行運航の概要 

 （１）事業者（３社連携） 

      ・ヤマトホールディングス株式会社（東京都中央区） 

      ・日本航空株式会社（東京都品川区） 

      ・スプリング・ジャパン株式会社（千葉県成田市） 

 （２）運航開始日 

      令和７年１月１６日（木） 

※ 令和７年３月末までに数回実施予定  

 （３）試行運航スケジュール 

時 間※ 区  分 摘   要 

10：10 着陸 北九州空港⇒広島空港 

～ 貨物搭載 ロワーデッキに貨物搭載 

11：10 離陸 広島空港⇒成田空港 

   ※時間は前後する可能性があります。 

（４）貨物の内容 

      宅急便、工業製品（自動車・半導体部品など）、生鮮品など 

 

 

 

 

 

 

資料提供 
令和７年１月９日 
所 属  空港振興課 
担 当  粟根 
内 線  4013 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ  082-513-4013 

 

★ 報道機関の皆さまへ 

  １月 16日（木）は駐機場にて試行運航の様子を取材することが可能です。 

取材をご希望される場合は、1月 14日（火）12時までに 

二次元コードからお申込みください。 

写真はイメージです。（他空港の様子） 



【お問い合わせ先】 

〈広島県について〉 

広島県土木建築局空港振興課 粟根（あわね） 

TEL：082-513-4013  

 

〈ヤマト運輸について〉 

ヤマト運輸株式会社 コーポレートコミュニケーション部 福重（ふくしげ） 

TEL：03-3248-5822  

 


